



The scheme of a family’s health through the individual 













族の発達段階を ① 新婚期、② 出産育児期、

























































































と表 2 のようである。対外受精・胚移植（in 














3　男性因子の治療 1）　 配偶者間人工受精（artificial insemination with husband’s 
semen : AIH）






3）　 体外受精・胚移植（in vitro fertilization-embryo transfer : 
IVF－ET）
註）　下記資料をもとに著者作成












































































































































































































































1950（昭和 25）年には 234 万であったが、年々
減り続け、2000（平成 12）年 119 万、2005（平

































4.6%、1955（ 昭 和 30） 年 に は 自 宅 出 産 が
82.4%、 施 設 内 出 産 が 17.6% で あ っ た が、
1965（昭和 40）年には自宅出産が 16.0%、施





































1996 年 WHO は『WHO の 59 カ条お産の
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　11 　母児の状態が良く、分娩が進行しているときに、例えば 1 時間といった規定された分娩
第二期の制限時間に固執すること。
　12　手術的な娩出。
　13　会陰切開を多用する、または慣例的に行うこと。
　14　娩出後、子宮を手探りで検査すること。
